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　　　隷翻髄液の理化畢的性舩の痩化に就ては、從來各種の労面よの比較研究ざれ、八木鱒出
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　　呼吸障害等に基く燈液性縢の痩化に就ては・蒲麟騨識姻ロ轟及び鱗渚（エ927、1928其他）鉢　t’／

　　の研鋸が顛り顧脚ヒ病Sの關係に就ては粥ト榑欝（1927）舞他金子瀞士（職8）、鱒祭鷺灘9磐8）　1
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！40　　　　　　　　　　　鐡　　競　　墨　　難　　詠　　　　　　　　佛＋’モ懸

　　　　※C1系N1系…一礎昂融1：舞系続（糊繭腸電歩合21～22％z陶）
　　　※　C2系　N盆系……・櫨絹量中の系統　（春期繭騰璽ル合】8～11｝％耶均）

　　　　※C3系N3系”・……魔網最少き系統・（春期繭暦重歩合15～17％コtr・均）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　飼育は成績表に掲げたものに於て23．2℃、77．4％である。

（2）艦液1・1・瑠の測定はフオーリエ・氏灘よ騰め朧o）如く辮せる了囎慣液に購

　指示紙の1片を浸し、比色渕定した。

（3）酸中和能力の測霊は、探取せる艘液O．t）c．cに稀羅すべき蒸溜水及び鰹酸液を爽々訳の如

　く調製しb之を膿液に撫（腕添加し、何れの酸液迄繊衝し得る能力あるかをPH倒測窺に

　より比較したo　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　※　灘溜水　（PH　6，5）………鋤ll蕪　　　　※1，MI　3・5　（HCI液）

　　　　　※PH慮3（HC1液）　　・　　　　※II）1・13，2ぐ［KC1液）
　　　　　※　PH　3．9　（HC1液）　　　　　　　　※　PH　3．0　（工IC1液）

（4）酸中和能力の張度指蜘よ筆辮（1934）が蠣に行ひたるまヒ較力法により、蜀照液P工王儂言

　稀輝HC1液のPH慣低きに從ひて示す髄液PH慣ミの央々の蕪の総勲の逆鰍にユ00を梨ぜ

　る数を弧度指鰍εして示しM之が数値高きに從ひて中和能力大なるものεした。

（5）髄液比粘度の測窟は：，c，c　Hmuヒ゜ペツトの滴下孔を小ならしめ、之に1（）・cの可検髄液を探

　り、之より0．6c．eの可検液を流下せしむるに要する時間を測定し、蒸溜水の揚合に比較した

　測定嶺漁は22～23eCl　〉：した。該測定法はnd般常法に比し、不充分なる黙な唐に非ざるも比

　較上簡便にして、週．っ支障なきを認めた。

（6）膿液Pff慣、酸中勲能力及び比粘度の魔融結果は央々2～4燭に瓦りて測建せるものの

　♀♂ZF均を表示しナニ。　　’　　　・tte

　　　　　　　　　　　　　　〔皿〕賞　験　結　果

（Aジ　系統別膿液PH儂及び酸中和能力の比較

　産綱量を異にする系統獄の騰液PH債及び酸中和能力を支那種の楊合に就て槻漿せる鯖果を

表示れすば、第1～3衷蚊に第1汐2圖の曳Uくである。

　　　　　　　　　（第1表）C1系5齢期磯液のPH便及び酸申和能力
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　　　　　　　　（第3表）C3系5齢期艘液のPH債及び酸中知能力
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　上表中支沸腫の揚合に於ける比粘慶の鰹化S8、筆潜が艦に第1報（1941，a）に報褥せる綱懸

腺成長牽日々の差による嚢膏遽度曲線ε鍋比して耀添すれば甥5團の如くである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ寵比粘慶に就’q，の結果をみるにb簾絹鍛多き

　　　　　　（第鵬D　　　系統鰹なるに從ひ調椥ヒ粘度融傾献ある

2o

π擢

おゆ

巷〃

器

1；

　　　　　　　　　　　　2s’　，　　こSが窺はれ、且つ齢中期頃に於て一一蒔粘度の減

　　　　　　　　　　　　』°翁　　　退する隙期が認められる。而して比粘度の幾化よ

　　　　　　　　　　　　叢　繍犠翻雛翫欝鴇奮鞭

　　　　　　　　　　　　　Pt
　　　　　　　　　　　　二毒　講躍蹴論翻懸㌫翼鷺晶

　　　　　　　　　　　　　　　　物質の溝長に支配されるこミの火なるを患はしめ

　　　　　　　　　　　　　　　　るo

融！L　’ecぷ　8　ek　　　　　　從つて比粘度の痩i化は薩網鰍を異にするi系統の
　　　ζ課姫e’贋〕
　　　　　　　　　　，　　　　　特徴をii受示するこS繊めて纈著である電謂へる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔lv）考　　　蜜

　　　前記比較實験の結果に於て、先づPH便の鰻化に就てみるに、曖網量多き系統難ざなるに從

　　ひPH便低く、その嚢育に伸ふ鍵化は各系統共略岡襟の過程をボしたのであるが、八木博士

　　（1924）の醗蜘め多く曙究痔鎚謝る・1彌蜘的瑚の存楓瀬綱紗藤統蹴於
　　て比較的開かで、翼に酸中和能力の溝長よりみる揚含、産網蚤少歯系統麗Sなるに從ひ之が能

　　力張きに絢らず、5～6日頃の一蹄的滅退著しく、極めて特微ある現象が窺はれたのである。

　　　然るに騰液酸r塾和能力の溝長が、塵網簸多き系統翻ミなるに從ひ齢初期の酸に謝する緩衝能

　　力張きは該系統蹴の齢切期に於ける成長傘大なる繕果，醤獲物質の旺盛なる撮取に伸ひ綾衝物

　　貿の存在も亦多かるべきは思灘するに難ぐない。更に齢中期以降に於ては、齢初期に反し、’藤

　　絹量多き系統認5なるに從ひ之が酸中和能力賜きは絹綜物質の縫成S、挺に之に謝慮すぺ営膿’

　　質戴て生活組織）の鷹理的均衡を保たむミする結果、螢養物質S共に緩衝物質の欝髄諸紺織に

　　襲牧せらるるこS鯨にして、艘液中に之が緩衝物質層留窟せしむるこ＄少壷によるものS港べ

　　婆撫溜灘齢獄蜘Oの鋤禽に於てな獄髄諸組織中に含濠るる綴衝物質によりで有力に麦配鞍

　　償覆礁麟礁颯刃瀬③の場欝の如壷顯＃，t4る緩衝能力の差異は紹纏られざるもの琶恩轡さ1”t

　　覆　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　∫　　　1　　　／I　　　l

1嫡《齢撫郷嫌眺磯灘中縦力に鰯を嫌する長臨髄璽の蝦贈に鞍
　　みで燃㈱繰講ぺ麟嫌獅鰍第鎌（19di．　b）嘩ぺたるが如く、塵織舞
　　系耀髄麟熱醐購縢於聡齢畿あるは・躁酸暢朧力の溝畏よ鱒る醐糠
　　鱒、融購山口殿騰樹醐）蜘灘輔の騰嫌魔礪職脚酸中繍
　　鋤力轍退繊る騨陥梯齢ナ辮蝕微ゆで愚鹸欝膨褥翻費ある。　　　　l　　　　　　　e，

　　　購髄縣纈磯灘脚の締眺し離購曜來樋の騨耀碍
　　塗る瓢！職蜷膨健罎職液は常に態償1導あるの躍緯（藤弗瞳ヒα辮7）及び蒲崖博士（1927×928）〕

犠騨瞬羅磯驚翻」糊鐙鱒綿灘麟難編糊繊娯常なる贈ひ蛾
　　する炭酸臨概艶電獄膿憩錐硲峯かるへくイ馳寿騰液内緩衝物質の不足S共に炭酸濁新が簸液め

　　緩衝髄齢て継薩纈鋤蠣錘難繍繰聯る如く儲iu　vit・Qの灘曝酸thX
　　斯を接繭ぜし酬る鱒臆麗集層鍵じ滋結県1麟菰便の｛媛下を架脚もの　懸轡され、雌黙に

，　闘じ℃は翼酵糠の研鎌倹龍ねばならない。　　　　　　、　　　、　　，
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

＃

磯
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　璽に艘液比粘度の鍵化に就てみるに、産絹量多豪系統獄Sなるに從ひ之が比粘度高きは絹孫

物質の造成多澱に伸ふ騰液内蟹白の櫓加に困るもの心考へられ、金乎博士及び山下氏（ig30）も

論述してゐるやうに、比粘臓の淘長S絹縣物質の鷺成醐係Sは極めて密接な關聯にあるこざが

総められる。即ち網紳腺の成長に於てみらるる2成長圃の型ε騰液」ニヒ粘度の痩化に於てみらる

る班謂生理的二期膨成の溝長Sは、産絹量を異にする簿に炎々相一致した關係に雀るこ霊がみ

られたのであゐP

／t從やて腿液の性駅墜化に於てみらるる鷹理的二期膨成の型は研究せむピする鋤照性舩（P獄

』債、粘嘩“鍛氣傳導嵐濾邊ll獅）によりて炎々異るこミあるS共に、簸絹澱の多少よりみる1

蜴含、艦質蛇に絹孫物質捲成の漁長は夫々相違するを以て燵等の遭成に與る螢養物質の澱的s

質的並にil寺閥的（秘目互支配關係により、その招來せらるる生理的二期の形成膿相に盤化を競る

揚合あるは當然S考へられる。故に艦液鷹…状の鍵化に關する研究上鑓閥に謝する窟網徽α）多少

に就ても考慮する揚合、より愛當なる比較瞼酎をなし褐るもの電推論される。

〔v〕総　　　括

　　　塵絹董を異にする寡灘髄液のPII｛臥酸巾和能力蚊に比粘度の溝長に就て比較蜜瞼せる結

　　果及び論識せる事柄を総括すれば数の如く℃ある。

　　1）　産絹鷺多豪系統me　Sなるに從ひ、之が艘液のPH便は低く、3ζ遊綱鍛少違｝系統蹴ミなる

　　　に從ひ齢中期に於けるPH便の一一隠的低下は明かに現れる。

　　弩）　塵網鍛多き系統蹴εなるに從ひ、之が腔液の酸中和能力は齢初期に於IC張灘もv齢蜘獺麟

、　騨こ於て1脚て低減を來すこ瀬薯にして、鼠つ麟腿少藩系統灘な執モ從ひ齢㈱鰭撫

　　　鱗雛糠鰹脚謝力｛みら罐職異購腕鞭めて糠
　　　　　　　　　　　　　　ノ　　3）雌灘糠の馴ヒは薩網盤囎加贈ひが比鞭融傾向が認翻れ課に騨癖
　　　軌ては調徽の灘蔽瀬めてよく…致し燗係にあるこεが指聯泌・農噸馬雛
　　　の翻・於て鋤られる2頗闘こ以齢て・購脚蠣的二期がみらオ・畷瓢騨勲，

　　完難麟繊繰にする系繊刎轡擬蒜するこ瀬禦ある・　．tt　灘．認
　　豊）講鶴撫噸購ひて招飛やれる・P鴫酸㈱拗雌にtヒ糠の細・aUunc・
　　　鱒繍み識つ髄液購嬢化よ鯵拠る騰蜘的二期形成の欄及び之が鍛化に就
　　　鳶蝶産絹量ii驚異にする隷灘の成畏内容εi尉比して若干の考察を試みた。

　　　　「　　、　　　　　　　　　　（於郡還鰻綜採式會殿簸寓所）

・，，・・ ^9霧凝「瞬1澱綴　　　”　L－　’　　　　　”
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